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（
名
大
）
高

橋

教

授

演
習

九
州
大
学
文
学
部
文
学
科
関
係
講
義
題
目

昭
和
49
年
度
第
1
学
期

(49
年
4
月
ー
10
月）

文
学
概
論

”
 

特
講

大
江
三
郎
助
教
授
（
英
語
学
）

昭
和
49
年
1
月
1
月
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。

ギ
ー
ゼ
ラ
・
ア
ン
ナ
・
シ
ュ
テ
ュ
ン
ペ
ル
教
師
（
独
文
学
）

昭
和
49
年
8
月
1
日
外
国
人
教
師
と
し
て
着
任
さ
れ
た
。

早
田
輝
洋
助
教
授
（
言
語
学
）

昭
和
49
年
10
月
1
日
、
日
本
放
送
協
会
総
合
放
送
文
化
研
究
所
か
ら
来

任
さ
れ
た
。

演特特 II 演特特／／
習研講 習研講

特
研
演
習 ”

 

特
講
演
習

楚
辞
衷
中
郎
文
集

国
語
学
の
諸
問
題

近
世
語
（
心
中
天
の
網
島
）

倒
叙
国
語
史

国

文

学

平
安
朝
文
学
史
の
諸
問
題

為
信
集

源
氏
物
語
薄
雲

王
朝
和
歌
論

近
世
文
人
伝
記
研
究

談
林
俳
諧

戯
作
近
世
文
学
の
背
景

近
代
文
学
研
究
の
方
法

近
代
作
家
の
研
究

近
代
文
学
作
品
研
究

中
世
連
歌
・
連
歌
史
の
諸
問
題

中
国
語
学

中
国
言
語
学
史

中
国
文
学

耕
文
研
究

大
宋
宜
和
遺
事

II II 林

田

助

教

授
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村

教

授

岡

村

教

授

”
 

（

北
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大

）

藤

原

教

授

”
 

（
教
養
部
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重
”
 

II II 中

野
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教

授
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松
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授
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授
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特
研 ”
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習

特
講
演
習
講
読
演
習”
 

魏
晋
六
朝
文
学
思
想
史

魯
迅
元
代
雑
劇

英

語

学

意
味
・
統
辞
理
論

解
釈
意
味
恰

ア
メ
リ
カ
干
央
臣
の
発
音

動
詞
の
型

代
名
詞
と
先
行
詞

英
会
話

現
代
英
語
の
生
態

理
論
言
語
学
入
門

英
作
文

英
作
文
英

文

学

シ
ェ
イ
ク
ス
ビ
ア
の
諸
相

ド
ラ
イ
デ
ン

All
F
o
r
 L
o器

キ
ッ
ド
T
h
e
S
溶
注
s
h
T
r
a
g
e
d
y
 

マ
ー
ド
ッ
ク
Tぎ
e
Sandcastle 

イ
ー
ヴ
リ
ン
・
ウ
ォ
ー
T
h
e
L
o
0
e
d
o
n
e

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
T
h
e
G
a
r
d
e
n
 P
a
r
t
y
”
 

英

詩

（

教

養

部

）

逢

米

文

学

ェ

田

教

授

ク
ラ
ー
ク
教
師

ク
ラ
ー
ク
教
師

II II 蛯

坂

助

教

授

原

助

教

授

ク
ラ
ー
ク
教
師

（

教

養

部

）

西

原

教

授

(

”

)

河

上

助

教

授

（

）

橋

口

教

授

（

）

橋

口

教

授

II II 

II ” ・演特 II 

習研

仏

語

学

Galichet :
 "G
r
a
m
m
a
i
r
e
 structurale 

d
e
 Frarn,ais 
m
o
d
e
r
n
e
.
 "(suite) 

会
話
I

会
話
~
D
i
s
s
e
r
t
a
t
i
o
n

L
a
 Fontaine, 
R
a
c
i
n
e
,
 
etc 

文
学
史
の
方
法
（
に
tnson)

フ
ラ
ン
ス
古
典
主
義
の
諸
問
題

フ
ラ
ン
ス
短
篇
選

演演”
習習

” 71(II 

田

教

授

” 演
習

特
研
演
習”
 

講
読
特
講
演
習
演
習

田

中

助

教

授

ト

ナ

ニ

教

師

” 

特
研
演
習
特
研
演
習”
 
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン

リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク

ケ
ラ
ー

演
習

II 演
習

II 特
講
演
習

II I/ I/ I/ 大
”
 

（
教
饗
部
）
山

（
山
口
大
学
）
岩

江

教

授

田

助

教

授

城

教

授

II II // 西

田

教

授

”
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助

教

授

” 演
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ホ
フ
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独

語

学

中
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N
i
b
e
l
u
n
g
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n
l
i
e
d
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中
高
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イ
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I
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(
P
a
r
z
i
v
a
l
)

独
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演
習

独
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学
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藤

助

教

授

西

田

教

投

II 

ホ
ー
ソ
ン
後
期
の
作
品
群

批

評

”

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
T
h
e
O
l
d
 
M
 g
g
 
d
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e
a
 

I/ 
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講
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II II II II II 特
講
演
習

II II II II ／，演特特 II

習講研

旧
約
原
典
研
究

構
造
主
義
文
法
理
論

記
述
音
韻
論
の
原
理

古

代

語

ラ
テ
ン
語
講
読

ラ
テ
ン
語
文
法

松

田

教

授

（

教

養

部

）

東

光

教

授

”
 

（
教
養
部
）
林”
 

教

授

特特 II

研講
II

ギ

リ

シ

ア

語

初

歩

（

福

岡

大

学

）

森

講

読

梵

語

初

歩

伊

昭
和
49
年
度
第
2
学
期

(49年
10
月
ー
50
年

3
月）

国

語

学

国
語
学
史

国
語
学
資
料
研
究

万
葉
集
巻
九
長
歌

日
本
文
法
（
活
用
に
つ
い
て
の
諸
問
題
）

ア
ク
セ
ン
ト
史

国
語
学
の
諸
問
題

心
中
天
の
網
島

倒
叙
国
語
史

国
語
学
概
論

辞
書
史
国

文

学

平
安
朝
文
学
史
の
諸
問
題

為
信
集

伊
勢
物
語

源
氏
物
語
成
立
論

文
人
伝
記
研
究

俳
諧
戯
作
近
世
文
学
の
背
景

近
代
文
学
研
究
法

”
 

（
教
養
部
）
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現
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”
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t
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塁
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o
f
 G
e
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r
a
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”
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習

/I 
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研
究
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学
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史

（

続

）

松

田

教

L
y
o
n
s
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i
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e
a
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x
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n
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翠
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r
e
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導
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u
i
s
t
i
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u
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i
t
t
e
r
a
t
u
r
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（
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新

保

助

教

授

西

田

教

授

シ
ュ
テ
ュ
ン
ペ
ル
教
師

特
研
演
習
演
習
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江
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授

”
 

演
習
特
講

演演特,,演特特 II

習習講 習研講

楚
辞
衷
中
郎
文
集

魏
晋
六
朝
文
学
思
想
史

魯
迅
元
代
雑
劇

英

語

学

（
教
捉
部
）
山
田
助
教
授

（

山

口

大

学

）

岩

城

教

授

II 

批
評
英
詩米

文

学

ア
メ
リ
カ
文
明
と
文
学
（
教
養
部
・
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
講
師
）

ロ
ー
ゼ
ン
ス
ト
ー
ン
講
師

（

教

養

部

）

栢

教

授

小
説独

語

学

中
高
ド
イ
ツ
語

(
N
i
b
e
l

g
 
g
e
n
l
i
e
d
)
 

S
p
r
a
c
h
k
u
r
s
 I
 

S
p
r
a
c
h
k
u
r
s
 II 

独
作
文

口

（
教
養
部
）
中

(

I

I

)

逢

坂野

教教

授授

” 

II 

”林”

II 

田

助

教

授

近
批
俳
諧

中
国
文
学

中
国
文
学
の
諸
問
煽

春
秋
左
伝
注
疏

六
朝
麗
指

後
漠
時
代
の
詩
賦
文
学

／，演講”
習読

近
代
詩
史
論

近

代

小

説

作

品

研

究

”

中
世
連
歌
・
連
歌
史
の
諸
問
題
（
北
九
州
大
学
）
藤

（
東
京
教
育
大
）
尾

ウ
ェ
プ
ス
タ
ー

ミ
ル
ト
ン

G
.
B
・
シ
ョ
ー

形
而
上
詩
人

コ
ン
ラ
ッ
ド

ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
リ
オ
ッ
ト

ク
ラ
ー
ク
教
師

ク
ラ
ー
ク
教
師

II んf

特
研
演
習

特
研
演
習

蛯

原

助

教

授

英

文

学

臨
講

岡

村

教

授

”
 

臨
講

”
 

（

東

京

都

立

大

）

松

浪

教

授

演
習”
 

特
講

”
 

（
教
養
部
）
橋

□

教

授

II 

原

教

授

形

助

教

授

II " 

英
会
話
I

英
会
話
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英
作
文
ー

英
作
文
II
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II II II II II 演特 II

習研
特
研
特
講
演
習”
 

”
 

臨
講

現
代
批
評

Linguistique 
et 
Litterature 

2
0
世
紀
文
学

L
a
n
g
u
e
 et 
Litteratue 

Q
u
e
l
q
u
e
s
 poetes 

M
m
e
 d
e
 Stael 

A
・
シ
ェ
ニ
エ

フ
ラ
ン
ス
古
典
主
義
の
諸
問
題

近
代
作
家
論

近
代
短
篇
選

”
 

（

教

養

部

）

城

野

教

授

0
九
大
国
語
国
文
学
会

(49
年
6
月
9
日）

筑
前
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト

近
世
京
坂
語
と
洒
落
本

矢稲

野川

順

準一

卜 II

ナ

教

師

II 

国
語
学
・
国
文
学
関
係

II 

学
会
・
研
究
室
行
事

田

中

助

教

授

II 

II II 

II II 永

講
読

II 

松

（
教
養
部
）
東

（
福
岡
大
学
）
森伊

田

教

授

仏

語

学

ト
ナ
ニ

L
a
n
g
u
e
 franc;a1se 

Linguistique appliquee et 
G
r
a
m
m
a
i
r
e
”
 

II 臨
講

短
篇
小
説
研
究

。
ハ
ス
カ
ル
の
時
代

言

語

学

一
般
言
語
学

旧
約
原
典
研
究

現
代
標
準
ア
ラ
ビ
ア
語
（
続
）

生
成
音
韻
論

満
洲
語
文
法

音

声

学

”

サ

ビ

ー

ア

の

音

韻

史

論

（

教

養

部

）

林

言

語

科

学

の

た

め

の

公

準

集

”

（
東
京
教
育
大
）
千

古

代

語

ラ
テ
ン
語
講
読

ラ
テ
ン
語
文
法

ギ
リ
シ
ァ
語
初
歩

梵
語
初
歩

仏

文

学

演
習”
 

教

師

II II 

”
 

（
福
岡
大
学
）
稲
元
教
授

（
東
京
都
立
大
）
川
村
助
教
授

原 光田

教

授

教

授

助
教
授

教

授

野

助

教

授

教

授

II 早

田

助

教

授

II II ‘’ 

特
講
演
習”
 

／，松松

田 田

教教

授授

特
研
演
習

中
世
文
学

演
劇
論

H
e
i
n
r
i
c
h
 Bo11 

T
h
o
m
a
s
 M
a
n
n
 

独

文

学

”
 

シ
ュ
テ
ュ
ン
ペ
ル
教
師

// 西

田

教

授

II 臨
講

(

”

)

西

（
大
阪
大
学
）
赤

岡

助

教

授

木

助

教

授
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「
梅
暦
」
以
前
の
為
永
春
水
に
つ
い
て

近
世
紀
行
文
の
「
笑
い
」

ト
カ
ラ
列
島
（
中
之
島
・
平
島
）
の
ア
ク
セ
ン
ト

頼
盛
の
都
落
ち
を
め
ぐ
っ
て

斎
宮
女
御
集
の
成
立
年
次
に
つ
い
て

平
治
物
語
の
物
語
構
成
と
序
文

平
曲
の
旋
律
と
こ
と
ば

0
第
24
回
西
日
本
国
語
国
文
学
会

(49
年
9
月
2
1
.
2
2
日）

蕉

門

中

興

運

動

の

下

限

田

中

あ

ゆ

ひ

抄

と

助

字

詳

解

佐

田

「

名

字

」

続

紹

鶴

（

公

開

講

演

）

九

州

方

言

と

断

定

法

秋

0
語
文
研
究
三
十
六
号

(49
年
2
月
）

芭
蕉
の
杜
甫
受
容
小
論

|
「
杜
子
が
し
ゃ
れ
」
を
手
が
か
り
に
|
ー
石

蕉
門
俳
諧
師
の
方
法

ー

ー

支

考

の

場

合

ー

ー

石

藤

原

兼

輔

伝

考

（

三

）

エ

真
名
書
説
話
の
表
記
意
識
に
つ
い
て

ー
ー
私
衆
百
因
縁
集
和
朝
之
篇
を
題
材
と
し
て
|
ー
南

『
破
戒
』
論

八
種
々
な
る
生
活
状
態
＞
の
形
象
に
つ
い
て

紹

介

井
手
恒
雄
著
『
中
世
の
文
芸
・
非
文
芸
」

板 瓜 奥翌西橋田板白

坂 生 里 藤井

耀

子
清

み
ち
子 大

重

矩

J II 

八

朗

山

正 智道

次久明雄

村 丸口尻坂石

三栄妙晋英耀良

雄治子寄三子夫

今
昔
物
語
集
の
同
一
動
詞
反
復
形
式
管
見

|
「
に
」
を
介
す
る
形
式
に
つ
い
て
1

定
家
の
「
仮
名
も
じ
遣
」

平
家
物
語
副
詞
覚
書
そ
の
二

古
今
著
聞
小
考

|
ー
名
義
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー

終
止
形
承
接
の
ナ
リ
に
つ
い
て

ー
そ
の
中
世
近
世
に
お
け
る
把
握
ー
ー
—

行
脚
俳
諧
師
石
蘭
と
「
梅
の
会
集
」

仕
形
咄
考

鵜
外
に
お
け
る
八
歴
史
＞
へ
の
開
眼

|
―
つ
の
覚
え
書
き
|
|

仮
名
遣
ひ
以
前
ー
—
古
筆
の
表
記
に
つ
い
て
ー
ー
ー

追
悼
集
「
谷
の
鶯
」
翻
刻
と
解
題

中
国
文
学
関
係

0
中
国
文
学
研
究
発
表
会

第
四
十
二
回

(
I
I
H
.
4
9
.
1
.
2
7
)

李
賀
に
つ
い
て

宗 白春重

像

乃

里

子

石 日松

悌和泰

三男雄

中大佐

村内田

幸初智

彦夫明

福

田

益

和

原迫山

野口

栄虔康

一徳子

今藤

0
語
文
研
究
故
福
田
良
輔
博
士
追
悼
号

(49
年
8
月）

術

な

き

恋

瀬

上
代
日
本
文
献
に
見
え
る
「
魚
韻
」
の
漢
字

ー
朝
鮮
漢
字
音
と
の
関
連
に
つ
い
て
|
ー

平
安
朝
文
学
に
お
け
る
僧
侶
の
恋

井井

源茂

衛利

古

確

（文268)982 



棠 報

愁
康
に
つ
い
て

第
四
十
三
回
（
昭
•
4
9
.
4
.
7
)

『
詩
経
』
二
南
に
つ
い
て

文
革
以
後
の
中
国
詩
に
つ
い
て

第
四
十
四
回
（
昭
•
4
9
.
9
•
8
)

近
世
白
話
文
学
に
お
け
る
語
戯

『
又
玄
集
』
編
纂
時
に
お
け
る
茸
荘

0
九
州
中
国
学
会
（
於
九
州
大
学•
4
9
.
5
.
2
6
)

本
学
襲
係
発
表
者

院
籍
「
詠
懐
詩
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

魚
玄
機
孜

洋
務
運
動
に
お
け
る
知
識
人
の
思
想

0
日
本
中
国
学
会
第
二
十
六
回
大
会

（
於
二
松
学
舎
大
学
•
4
9
.
1
0
.
1
2

ー

1
0
.
1
3
)

（
九
大
関
係
分
）

『

又

玄

集

』

編

纂

時

に

お

け

る

草

荘

川

北

泰

近

世

白

話

文

学

に

お

け

る

語

戯

阿

部

泰

0
「
中
国
文
学
論
集
」
（
濱
一
衛
先
生
退
官
記
念
号
）
（
49

．5)

濱

さ

ん

の

こ

と

目

加

田

日
本
に
お
け
る
京
劇
ー
|
そ
の
演
目
と
俳
優
ー
ー
＇
濱

揚

雄

の

文

学

・

儒

学

と

そ

の

立

場

岡

魏

収

の

文

学

傾

向

に

つ

い

て

矢

魏

晋

の

遊

仙

詩

に

お

け

る

郭

諜

の

位

置

由

華

李

の

思

想

と

文

学

劉

元嶋村

由

元
秋

吉

中
屋
敷

三由徹
美
富子輔繁衛誠 紀彦

由
美
子

久
紀
夫宏

川阿

北部

泰泰

彦紀

秋藤

吉井

良

雄

久
紀
夫

松

浦

崇

川安

北東

泰俊

彦六

小林松

西田崎

治

之

慎
之
助昇

顧
況
の
諷
刺
詩
ー
ー
ー
上
古
什
補
亡
訓
何
十
三
章
に
つ
い
て
ー
ー
a

一
ー上合麦

人
虎
博
と
山
月
記

蘇
東
披
文
学
に
お
け
る
卑
俗
の
高
雅
化

『
堕
海
花
」
の
文
体
ー
ー
美
へ
の
追
求

魯
迅
旧
詩
『
自
題
小
像
』
考

ー
—
そ
の
「
打
油
」
詩
と
し
て
の
試
捨

抗
日
戦
争
前
の
延
安
地
区
文
学
運
動
上

整
風
運
動
の
研
究

ー
四
好
中
隊
連
動
の
論
理
ー
~

書

評

郭
沫
若
著
「
李
白
与
杜
甫
」
の
「
芙
千
杜
甫
」
に
つ
い
て安

喜
紹
介

劉
念
翠
氏
の
「
従
建
国
後
発
現
的
一
些
文
物
看
命
元
雑
劇
在

平

陽

地

区

発

展

」

林

田

〇
「
目
加
田
誠
博
士
古
稀
記
念
中
国
文
学
輪
集
」

(
4
9
.
1
0
)

（
九
大
関
係
分
）

先
秦
愚
民
諏

左
思
の
文
学

南
朝
楽
府
詩
と
遊
女
娼
妓
の
世
界

秦
州
に
お
け
る
杜
甫

ー
ー
五
言
律
詩
多
作
の
動
機

元
結
に
お
け
る
文
学
的
軌
跡

慎
之
助

束

俊

1

、ヽ，
 
＿ノ

中
屋
敷

宏

秋山

吉田

敬
―
―
-

久
紀
夫

生山尾西

昇介究

登
美
江

丘ヒ
土

H

983 (文269)



0
日
本
英
文
学
会
第
27
回
九
州
支
部
大
会

（
昭
和
49
年
10月
2
6
．
幻
日
、
於
別
府
大
学
）

本
学
関
係
発
表
者

A
 M
i
d
s
u
m
m
e
r
 Night's D
r
e
a
m
考
-
F
a
n
c
y
を
め
ぐ
っ
て

浜

咲

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
に
於
け
る

G
h
o
s
t
に

つ

い

て

徳

見

道

ワ
ー
ズ
ワ
ス
と
バ
ラ
ー
ド
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー
'Lyrical
Ballads 

初

版

と

そ

の

後

の

改

訂

山

中

光

Christa
定

に

つ

い

て

松

田

修

『

エ

ン

デ

ィ

ミ

オ

ン

』

の

象

徴

性

山

内

正

L
a
u
r
e
n
c
e
 S
t
e
r
n
n
e
と
―
一
人
の

Y
o
r
i
c
k
|
 B
e
t
w
e
e
n
 A
 

S
e
n
t
i
m
e謎
a
l
]
。urney
a
n
d
 T
h
e
 f
o
u
r恙
l
t
o
翅
符
d
坂

本

英
語
学
・
英
文
学
関
係

張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
」
の
選
述
過
程

李
商
隠
|
ー
そ
の
吉
年
期
に
つ
い
て

両
代
伝
奇
小
説
考

ー
酉
陽
雑
姐
を
手
が
か
り
に

蘇
東
披
の
目
然
観

梁
啓
超
の
詩
論
と
詩
界
革
命

ー
杜
甫
と
黄
遵
憲
を
中
心
に
1

陳
海
濶
の
「
王
充
の
哲
学
思
想
」
を
め
ぐ
っ
て

三
好
達
治
に
お
け
る
漢
詩
の
受
容

武 一明義 夫誠

麦

生

登

美

江

秋

吉

久

紀

夫

上

尾

龍

介

諸

井

耕

二

合

山

究

垂岡

永村

芙

彦繁

特
別
講
演

D
e
g
r
e
e
s
 of 
Abstraction 

空

西

哲

郎

（
司
会
）
八片古蛯

原屋岡木

靖

W
蕊
窓
r
i姦

H
．

g
h
t
s
~お
け
る
「
荒
野
」
の
意
味
す
る
も
の

広

田

稔

『
息
子
と
恋
人
」
か
ら
『
虹
』
『
恋
す
る
女
た
ち
」
へ
馬
木
誠
也

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
に
お
け
る
「
瞬
間
」
大
屋
ふ
く
代

H
e
m
i
n
g
w
a
y
の

女

性

観

藤

内

ま

り

子

H
a
w
t
h
o
r
n
e
,
 
T
h
e
 M
a
r
b
l
e
 F
a
苔
ー
—
ー
罪
と
救
い
の
問
題
を

中

心

と

し

て

金

子

光

C
o
n
v
e
r
s
i
o
n
 k
l
関
す
る
一
考
察
—
—
特
に
英
語
史
的
銀
点
か
ら

み

た

場

合

を

中

心

と

し

て

磯

部

反
転
音

(retroflex)
と
気
音

(aspirate)
の
種
々
相西
原

忠

S
o
m
e
 Considerations o
n
 A
g
e
n
t
 a
n
d
 I
n
s
t
r
u
m
e
n
t
 in 

C
a
s
e
 G
r
a
m
m
a
r

高

島

直

C
a
u
s
a
t
i
v
e
に

関

す

る

考

察

此

枝

洋

シ
ン
ポ
ジ
ア
ム

英
文
学
部
門

J
o
h
n
 W
e
b
s
t
e
r
の
世
界

啓治章幹 子樹 毅 薫 茂

（文270)984 



彙 報

独
文
学
関
係

0
日
本
独
文
学
会
西
日
本
支
部
学
会

（
昭
和
11
月
30日、

12
月
1
日
、
於
熊
本
大
学
）

本
学
関
係
発
表
者

G
.
F
・

マ

イ

ヤ

ー

の

枠

小

説

高

木

リ

ル

ケ

の

詩

法

丸

井

仏
文
学
関
係

0
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
秋
季
大
会

（
昭
和
49
年
10
月
1
3
日
、
於
岡
山
大
学
）

本
学
関
係
発
表
者

『
オ
ー
レ
リ
ア
』
ー
—
一
人
称
形
式
の
"
j
e
"を
中
心
と
し
て

山

田

陽

子

ー文

郎夫

985 (文267)




